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代
表
の
川
岸
志
津
江
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
会
の
名
称
は

旧
尾
島
町
の
花
が
「
サ
ル
ビ
ア
」

だ
っ
た
の
で
、
サ
ル
ビ
ア
の
会
と

し
て
平
成
６
年
６
月
に
発
足
し
、

活
動
を
開
始
し
て
か
ら
来
年
で
20

年
目
を
迎
え
ま
す
。

活
動
は
毎
週
水
曜
日
の
７
時
か

ら
定
例
会
を
開
き
、
毎
回
20
名
前
後
の
人
が
参
加
し

て
手
話
を
学
び
実
践
に
備
え
て
い
ま
す
。
指
文
字
、

顔
の
表
情
、
口
の
動
き
、
腕
と
手
と
を
使
い
身
振
り

手
振
り
で
相
手
に
伝
え
た
い
こ
と
を
、
全
身
を
使
っ

て
練
習
し
ま
す
。
講
師
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
サ

ル
ビ
ア
の
会
で
は
テ
キ
ス
ト
を
独
自
に
手
作
り
し
て

い
ま
す
。

主
な
行
事
と
し
て
、
毎
月
尾
島
地
区
内
の
保
育
園

を
訪
問
し
、
手
話
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
園
児
達
が
絵
本
と
手
話
の
動
き
を

真
剣
に
見
て
喜
ん
で
い
る
姿
が
目
に
映
る
と
感
動
し
、

励
み
に
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ろ
う
あ
者
の
方
々

と
親
睦
・
交
流
を
深
め
る
た
め
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
会
の
特
別
ル
ー
ル
と

し
て
言
葉
を
使
わ
ず
全
員
が
手
話
だ
け
で
行
い
ま
す
。

現
在
、
サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
て
い
る
会
員
は
25
名

い
ま
す
が
、
最
近
は
10
代
の
若
い
人
達
も
手
話
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
ろ

う
あ
者
の
方
々
と
交
流
を
深
め
て
、
楽

し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
回
は
「
カ
ト
レ
ア
会
」
木
村
ト
シ

エ
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

（
名
取
）

手
話
サ
ー
ク
ル

サ
ル
ビ
ア
の
会

（
第
23
回

川
岸

志
津
江
さ
ん
）

ボランティア情報誌

『ぼらびと』・・・市民活動・ボランティア活動している人ビト
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代表者：小澤 利巳

２２万都市太田では、平成

２５年度において約６，９０

０人の方が身体障害者手帳を

所持しています。太田市新田

身体障害者団体では現在４０

～８０代の１７３名の方が会

員として登録し、お互い痛み

を持った者同士、気楽に心を

開いて互いの悩みを訴えなが

らも、和気あいあいとした雰

囲気の中で活動しています。

組織としては、木崎地区・

綿打地区・生品地区に分かれ、

それぞれ会長の小澤さん、副

会長の齊藤さん・津久井さんを先頭に、１６名の代表幹事会・顧問、３５名の役員・顧問

から構成され、毎月定例会を開いています。また、当団体は平成１７年３月、１市３町の

合併により誕生した、７団体から構成される太田

市身体障害者団体連絡協議会に所属しています。

当団体は年間行事として、４月の総会から日帰

り旅行や１泊の会員研修旅行・役員研修旅行、

グラウンドゴルフ大会やカラオケの集い、その他

上部団体主催の行事もあり、毎月楽しく活動して

います。また、有志によるグラウンドゴルフやカ

ラオケ愛好会も月２回実施しています。

過日行われた、第３０回県民スポーツ祭障害者

スポーツ大会では、軽スポーツ競技に出場し３位

に入賞しました。

当団体では、年間を通して入会者を募集しています。

年会費は５００円で入会の条件は、身体障害者手帳を所

持している方（１８歳以上）及び入会するにあたり介護

の必要な方の介護者（賛助会員）です。新規に障害者手

帳を取得された方には、今後のライフワークにおいて不

安なことで一杯であろうと思います。時が過ぎて心穏や

かになった頃に入会の検討をしてみませんか。もちろん

既に手帳をお持ちの方の入会もお待ちしています。

入会への問い合わせは太田市社会福祉協議会 西部支所

（℡０２７６-５７-２６１６）まで （齊藤）

新
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
主
催
に
よ
る
、
第
９
回
ふ
れ

あ
い
祭
り
が
10
月
20
日
（
日
）
、

所
属
23
団
体
参
加
の
も
と
小
雨
降

る
太
田
市
新
田
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
は
秋
桜
太
鼓
の
皆
さ
ん

に
よ
る
威
勢
の
良
い
演
奏
で
開
始
。

新
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
熊
沢

勉
会
長
・
太
田
市
区
長
会
髙
橋
輝

明
会
長
・
新
田
ボ
ラ
連
協
秋
葉
憲

子
会
長
の
挨
拶
を
挟
み
、
そ
の
後

も
太
鼓
の
力
強
い
演
奏
が
あ
り
、

あ
い
に
く
の
雨
雲
を
吹
き
飛
ば
す

よ
う
な
元
気
の
良
い
熱
演
に
よ
り

始
ま
り
ま
し
た
。

新
田
地
区
区
長
会
に
よ
る
テ
ン

ト
設
営
の
協
力
に
よ
り
、
会
場
の

模
擬
店
に
は
、
手
作
り
の
手
芸

品
・
特
産
の
農
産
物
・
会
員
が

腕
を
振
る
っ
た
赤
飯
や
漬
物
、

三
陸
の
海
産
物
販
売
に
よ
り
東
北

を
支
援
す
る
な
ど
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
工
夫
さ
れ
た
出
店
と
一

般
参
加
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

テ
ン
ト
が
並
び
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
、
参
加
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

芸
能
発
表
で
は
、
生
品
モ
リ
ハ

ナ
会
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
手
話

サ
ー
ク
ル
さ
く
ら
の
会
に
よ
る
手

話
コ
ー
ラ
ス
、
手
品
サ
ー
ク
ル
し
ゃ

ぼ
ん
玉
に
よ
る
南
京
玉
す
だ
れ
、

だ
ん
べ
い
踊
り
、
歌
な
ど
が
次
々

披
露
さ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。新

田
ボ
ラ
連
協
の
行
事
は
、
６

月
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
10
月

の
ふ
れ
あ
い
祭
り
・
２
月
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
集
い
（
落
語
を
楽
し

み
）
を
３
本
柱
に
し
て
熱
心
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。（

掛
川
）

「第９回」ふれあい祭り開催！
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人とひとの輪がつながる「ふれあい・いきいきサロン」

１１月２８日（木）太田市社会教育総合セ
ンターで「ふれあい・いきいきサロン研修会

～サロンをもっと楽しむために～」が開催さ

れました。同サロンは核家族化が進み、地域

の人々の関係が希薄になりつつある現在、地

域で手を差し伸べていこうとする活動です。

主に保育園や幼稚園に入る前の親と子が集ま

る子育てサロン、デイサービスに通うほどで

はない一人で暮らしている高齢者を対象にし

たサロンなどがあります。

サロンは平成８年全国社会福祉協議会でス

タートし、県社会福祉協議会へと広がり、現

在、年間２，０５０件のサロンが県内各地域

で開かれているそうです。運営は地域の民生

委員児童委員、主任児童委員さんが主になって活動しているそうです。県内５ブロックの一つ、東部

ブロックの研修には２５８人の参加者がより充実したサロン運営のために集まりました。

第１部は桐生市のふれあい・子育てサロン「こそだて子屋」の運営に１０年関わっている同市民生

委員児童委員協議会・子ども未来委員会の小島志津代さんが実践事例を発表してくれました。子育て

中の親が育児の悩みを抱え込むことなく楽しく子育てが出来るよう、

遊びや情報交換による家庭的な仲間づくりの場を提供しているそうで

す。奇数月の午前中、福祉センターの他、新緑や紅葉の時季には公園

やお寺でも開催しています。手遊びや風車作りなど親子で楽しめるイ

ベントを３８人の委員さんが交代で運営に関わっています。立ち上げ

てから現在までに延べ２，４２１人の親子が参加したそうです。これ

からも子育て支援日本一を目指して頑張るそうです。

次に高齢者サロン「みちくさの広場」について邑楽町民生委員児童

委員の飯塚香さんが発表しました。いきいきサロンは元気で自立でき

る高齢者の生きがいと健康づくり事業の一環として始まりました。月２回の開催で、ワゴン車やバス

が送迎し、歌や合唱、折り紙や軽体操、昼食などを楽しみます。一人暮らしの人は参加することで友

達もでき、ゲームや時にはお風呂に入ったりして、一日を楽しく過ごすことができるそうです。

第２部は（一社）東京都レクリエーション協会理事の飯田弘さんによるレクリエーション実技。手

遊びや、頭の体操、漢字や数字を使ったゲームなどを一緒に

行い、会場の中は笑いの渦がいっぱい。参加した皆さんは、

研修で得た成果をもとに、より充実した楽しいサロン運営を

して下さることでしょう。

地域社会の絆が薄れていく中、孤立しがちな子育て中の母

親や、一人暮らしの高齢者のためのこんな素敵な集いの機会

「ふれあいサロン、いきいきサロン」の存在を知ってほっと

しました。そして、よりよい運営のために真摯に研修を受け

ている参加者の方々にも頭が下がりました。こうやって人と

ひとがつながりあえる地域が成り立っていけることを再確認

させてもらえた良い機会でした。 （栗田）

ふくしショップ「ぐんぐん」毎月開催します！

ふくしショップ「ぐんぐん」は毎月第２木曜日１０時～１３時（売切れ次第終了の
予定）に太田市役所１階市民ロビーにおいて開催しています。市福祉こども部障が
い福祉課が販売の機会を増やし、少しでも売上に貢献できればと企画し、平成２５
年４月より市内障がい者施設・団体に呼びかけ出店を募集しています。

訪問した１１月１
４日（木）は「社会福
祉法人福晃会 ありさ
んち」「社会福祉法人
麦の家」「社会福祉法人太田松翠会 かなやま学園」

「社会福祉法人杜の舎 · ワークショップありす」「ＮＰ
Ｏ法人 ガイア」「ＮＰＯ法人糧 耕人舎」の、６団体
が出店しておりました。
出店内容は様々で、手打ち蕎麦・かりんとう・クッキー・
マフラー・旬の野菜・パンジー苗などの商品が売られて
おり、リピーターの人や市役所を訪れた人で賑わってい
ました。出店された関係者は「普段は露天で販売する事
もあるので、この場所は非常にありがたい。販売が伸ば
せれば還元も多くなり、みんなも喜びます。また、他の
団体の方ともふれあいができ、情報交換が出来るのもい
い事です。」と話してくれました。
障がい福祉課の担当者は「まだ今年始めたばかりで知

らない人も多く、どんどんＰＲして、多くの方に利用し
て頂ければ」と・・・多くの方が来場してくれる事を期
待しています。
皆さんも１度、足を運んでみてください。 （笠原）

手打ち蕎麦・おまんじゅう

大根・ネギ・パンジー苗も

お味噌・クッキー・マフラー

新鮮野菜 白菜・キャベツ

広がるといいね。


